
子
ど
も
の
体
力
低
下
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
の
全
国
体
カ
テ
ス
ト
調
査
が

今
年
１
月
に
公
表
さ
れ
た
。
学
力
に
続
き
、

体
カ
テ
ス
ト
の
成
績
も
低
迷
し
た
大
阪
府
の

橋
下
徹
知
事
は

翌
日
通
は
勉
強
が
で
き
な
か
っ

た
ら
体
育
は
で
き
る
も
の
。
両
方
悪
か

っ
た

ら
後
、
何
が
残
る
ん
だ
」
と
声
を
荒
げ
た
が
、

大
阪
だ
け
で
な
く
東
京
な
ど
都
市
圏
で
は

″も
や
し
っ
子
〃
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
学
力
、
体
力
の
い
ず
れ
も
好
成
績
を

収
め
た
福
井
や
秋
田
の
関
係
者
は

「
文
武
両

道
が
立
証
さ
れ
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
。

学
力
、
体
力
、
気
カ
ア
ッ
プ
に
は

「
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
掛
け
声
も
高
ま
っ

て
い
る
が
、
そ
ん
な
生
活
改
善
運
動
は
都
市

化
が
進
む
社
会
で
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
だ
ろ

う
か
。



文
部
科
学
省
が
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
を
対
象
に
初
め
て
実
施
し
た
平
成
２０
年
度

「
全
国
体
力

・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調

査
」
。
こ
れ
ま
で
も
抽
出
形
式
の
体
カ
テ
ス

卜
を
実
施
し
て
き
た
が
、
「
子
ど
も
の
体
力

が
低
下
し
て
お
り
、
現
状
を
き
め
細
か
く
把

握
、
分
析
し
て
改
善
に
生
か
す
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
全
員
が
対
象
の
テ
ス
ト
を
導
入
。
初

回
と
あ

っ
て
、
国
公
私
立
の
ほ
ぼ
７
割
に
当

た
る
約
２
万
３
０
０
０
校
が
参
加
、
約
１
５

５
万
人
の
体
力
測
定
を
集
計
し
た
。

調
査
項
目
は
、

５０
研
走
、
ボ
ー
ル
投
げ
な

ど
８
種
目
の
実
技
記
録
と
、
質
問
紙
で
生
活

や
運
動
の
習
慣
、
体
格
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

各
種
目
を
１
～
１０
点

で
評
価
し
た
合
計
点

（
８０
点
満
点
）
の
平
均
値

（公
立
）
は
、

小
学
校
男
子
５４

ｏ
‐８

小
学
校
女
子
５４

・
８４

中
学
校
男
子
は
４‐

。
５０

中
学
校
女
子
は
４８

ｏ
３８

だ

っ
た
。
１
９
８
５
年
の
調
査
で
実
施
方
法

が
同
じ
種
目
に
着
目
し
て
比
較
す
る
と
、
小

学
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
は
男
子
は
４

ｏ

６
房
、
女
子
は
２

ｏ
８
房
短
く
、
小
学
校
の

反
復
横
跳
び
以
外
は
全
種
目
で
劣

っ
て
い
る
。

都
道
府
県
の
差

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
都
道
府
県
別
に
比
較

し
て
み
る
と
、
実
に
興
味
深
い
。
＝
表
１
参

昭
¨小

５
男
子
で
は
最
高
の
福
井
と
最
低
の
高

知
と
の
点
差
が
男
子
で
６

ｏ
２
点
、
女
子
で

６

ｏ
８
点
。
中
学
校
で
は
、
男
子
は
最
高
の

千
葉
と
最
低
の
奈
良
で
７

●
２
点
、
女
子
は

最
高
の
千
葉
と
最
低
の
北
海
道
で
９

●
５
点

に
差
が
広
が

っ
た
。

上
位
に
は
福
井
、
秋
田
、
新
潟
、
茨
城
、

千
葉
が
並
ぶ
。
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
日

本
海
側
の
県
の
健
闘
が
顕
著
で
、

１０
位
鳥
取
、

Ｈ
位
石
川
、

１３
位
富
山
、

１４
位
山
形
、

１６
位

島
根
と
い
う
具
合
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
千
葉
、
茨
城
の
ほ
か
６
位
の
埼
玉
と
、
北

関
東
中
心
の
東
京
隣
接
県
と
７
位
静
岡
な
ど

海の恵み にがりを残した

|す・'ノ
=

※サ ・ よ oは、自然の風と太陽熱で蒸発結晶させたメキシヨの
天日塩田塩を日本の海水で溶かして原料とし、
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Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
ん
な
地
区
が
並
び
、
地
域
の

サ

ッ
カ
ー
熱
と
子
ど
も
の
体
力
に
相
関
も
う

か
が
わ
せ
る
。

最
下
位
の
集
団
を
み
る
と
、
大
阪
は
４２
位

だ
が
、
東
京
は
４４
位
と
さ
ら
に
低
い
。
大
都

市
圏
は
３３
位
愛
知
が
せ
い
ぜ
い
で
、
あ
と
は
、

３６
位
兵
庫
、

４‐
位
福
岡
、

４３
位
神
奈
川
な
ど

と
、

そ
ろ

っ
て
ふ
る
わ
ず
、
都
会
の
子
の

″も
や
し

っ
子
〃
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
調
査
結
果
＝

表
２
Ｈ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
上
位
、
下
位

と
も
似
た
傾
向
が
出
て
い
る
。

福
丼
は
な
ぜ
高

い
の
か

福
井
県
は
小
５
の
運
動
能
力
が
１
位
、
中

２
が
２
位
。
昨
夏
公
表
さ
れ
た
学
力
調
査
で

も
福
井

の
小
中
学
生
は
全
教
科

で
３
位
以
上

だ

っ
た
。

総 含 順 位 ′:ヽ 5男 ‐手 ′Jヽ5コ[f 中 2男子 中 2女子

01  1冨 リキ     214.06
02 秋田   211.89
03 千葉    211.1
04 茨城   210.87
05 新潟   208.89
06 埼玉   206.96
07  青争「司      206.01
08 岩手    206
09 宮崎   205.56
10 鳥取   205.47
11  7ヨリ‖      204,74
12 岡山   203.96
13 富山   203.79
14 山形   203.65
15 岐阜   203.45
16 島根   201.87
17 長崎   201.72
18 香川   201.56
19 熊本   201.41
20  カ房フト      200.79
21 群馬   200.21
22 佐賀   199.94
23 福島   199.64

全国平均   198.9
24 京都    198.88
25 青森   198,73
26 広島   198.61
27 滋賀   198.52
28 長野   198.16
29 山梨   197.87
30 愛媛   197.66
31 宮城    197.63
32 山口   197.35
33  ヨ里夕涸      196.06
34 鹿児島  195.63
35 ,中縄     194.92
36 兵庫   194.85
37 二重   193.57
38 徳島   191.85
39 和歌    191.6
40  りkう)      191.46
41 福岡   191.25
42 大阪   190.77
43 神奈川  190.62
44 東京   190.05
45 奈良   187.64
46 北海道  187.49
47 高知   185.93

1   57.76

2  57.09

5  56.07
4  56.28
3  56.57
12  55.38

15  54.97

16  54.83

6  56.02
10   55.6

7     56
8  55.95
14  55.19

20   54.5
17  54.59

8  55,95
13  55.21

21  54.44
11  55.51

28  54.14
37  53.28
27  54.15
25  54.26

54.18

22  54.39
26  54.16
18  54.55
35  53.37
19  54.53
29  53.99
23  54.34
36  53.31

24   54.3
42  52.85
34  53.43
31  53.76
33  5349
44  52.66
46  52.04
30   53.9
32  53.64
38  53.22
42  52.85
39  53.01
40  52.97
41  52.95
45  52.45
47  51_61

59.03

59.01

57.19
57.93
57.95

56.59

56.66

56.51

56.41

56.44

56.38

56.71

56.45

56.22

55.24

56.46

56.12

55.45

56.27

55.82

53.96

54.32

55.86

54.84

54.45

55,94

55.11

52.61

54.8

54.69

55.18

54.32

54.93

53.46

54.34

53.99

53.15

52.95

53.37

54.59

53

5298
52.75

52.4

53.29

52.75

53.03
5,10

1

2

5

4
3

8

7

9

13

12

14

6

11

16

22

10

17

21

15

20

34

31

19

29
18

24
45
26

27

23

31

25
35
30

33

38

42
36

28
40
41

43

46

37

43
39
47

2  44.80
3  44.65

1  44.94
4  44.54
5  44.13
9  43.41

10  43.26

8  43.47

6  43.56
7   43.5

17  42.49

18  42.45
13  42.83

15  42.66

12  42.99

24  41.64

26  41.58
19  42.04

29  41.22
21  41.72
14  42.77

15  42.66

27  41.42

41.5

20  41.89

25  41.63

30  41.14
11  43.18

22  41.69

28  41.29

32  41.01

22  41.69

35  40.33

31  41.05
34  40.67
33  40.76

37    40
35  40.33

38  39.95
46  38.17

39  39.69

40  39.59

42  39.36

41  39.47

44  38.59

47   37.7

43  38.61

45  38.18

2  5244
6  51.14
1   52.9
3  52.12
10  50.24

4  51.58
7  51.12
5  51.19
14  49.57
12  49.83

13  49.87
20  48.85
17  49,32
9  50.27
8  50.63

29  47.82
21  48.81

15  49.53
23  48.41
18  49.11

11   50.2
19  48.81

27   48.1

48.38

26  48.15
36     47
30  47.81
16  49.36
34  47.14
28   47.9
35  47.13
24  48.31

31  47.79
22   48.7
33  47.19
38  46.41

25  48.21

32  47.63
37  46.49
44  4494
43  45.13
41   4546
39  4581
40  45.74
42  45.21

45  44.24
47   43.4
46  43.95

表 1二全国体カテス ト調査結果 (順位、数値)



小
５
男
女
は
、
だ
ん
だ
ん
短
く
な

っ
て
い

く
音
楽
が
鳴

っ
て
い
る
間
に
２０
房
の
距
離
を

何
回
走
り
切
れ
る
か
を
測
る

「
２０
研
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン
」
、
直
立
の
状
態
か
ら
何
費
ン
前
に
跳

べ
る
か
を
測
る

「立
ち
幅
と
び
」
、
「
５０
房
走
」

が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

っ
た
。
中
２
で

は
、
持
久
走
１
５
０
０
房

（男
子
）
と
１
０

０
０
房

（女
子
）
が
全
国
平
均
を
２０
秒
ほ
ど

上
回

っ
て
い
る
。

福
井
県
は
こ
の
調
査
結
果
か
ら
県
平
均
デ
ー

タ
を
つ
く

っ
て
各
校
に
配
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
体
力
向
上
計
画
や
報
告
書
の
提
出
を
義

務
づ
け
た
。
各
校
で
子
ど
も
た
ち
が
不
足
し

て
い
る
力
を
分
析
し
、
持
久
力
な
ら
マ
ラ
ソ

ン
、
瞬
発
力
な
ら
リ
レ
ー
な
ど
と
体
育
で
の

時
間
を
増
や
し
て
補
強
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
調
査
各
種
目
の
結
果
を
図
表
化

し
て
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
に
配

っ
て
い
る
学
校
も

あ
り
、
先
生
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
子

ど
も
の
弱
い
部
分
を
伸
ば
し
て
い
く
工
夫
を

し
て
い
る
と
い
う
。

学
力
調
査
の
際
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

福
井
県
で
は
全
国
平
均
と
比
べ
朝
食
を
食
べ

て
い
る
子
ど
も
が
多
く
、
睡
眠
時
間
は
長
く
、

テ
レ
ビ
を
み
る
時
間
は
短
い
な
ど
の
デ
ー
タ

も
で
て
い
る
。
３
世
代
同
居
の
家
庭
が
多
く
、

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
大
人
が
比
較
的
多

い
う
え
、
大
都
市
圏
よ
り
も
外
で
遊

べ
る
環

境
が
あ
る
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
い
う
。

秋
田
で
も
、
雪
国

の
割
に
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
だ
と
い
わ

れ
る
。
運
動
す
る
機

会
が
多
い
ほ
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
増

え
、
体
力
は
向
上
し
、

さ
ら
に
運
動
が
脳
を

刺
激
し
、
勉
強
に
も

い
い
影
響
を
与
え
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か

「都
道

府
県
別
の
離
婚
率
」

（
２
０
０
５
年
）な
ど

を
重
ね
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
離
婚
率

が
最
も
高
い
の
は
沖

縄
で
、
大
阪
、
北
海

道
が
こ
れ
に
続
い
て

い
る
。
逆
に
、
離
婚

率
の
最
も
低
い
県
は
、

新
潟
で
、
島
根
が
こ

れ
に
次
い
で
い
る
。

こ
の
他
、
富
山
、
石

川
、
秋
田
な
ど
、
北
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翻
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一

陸
か
ら
東
北
の
日
本
海
側
に
か
け
て
で
離
婚
　
　
　
持
ち
家
率
が
高
い
福
井
が
上
位
だ

っ
た
り
す
　
　
　
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。
朝
食

率
が
低

い
。
北
陸
は
男
性

の
生
涯
未
婚
率
　
　
　
る
の
を
見
る
と
、
家
庭
生
活
や
生
活
習
慣
が
　
　
　
や
睡
眠
を
し

っ
か
り
と
り
、
規
則
正
し
い
生

（２０
歳
時
点
の
未
婚
率
）
が
際
立

っ
て
低
く
、
　
　
　
体
力
や
学
力
の
基
礎
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
　
　
　
活
や
運
動
を
習
慣
づ
け
た
子
ど
も
は
体
力

・

沖
縄

・
高
知

・
大
阪
は
こ
れ
も
高
い
。
離
婚
　
　
　
気
が
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
能
力
が
高
い
と
い
う
結
果
は
は

っ
き
り

率
が
高
い
沖
縄
や
北
海
道
が
下
位
だ

っ
た
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
れ
て
い
る
。

体
力
低
下
は
ど
こ
ま
で

朝
食
の
摂
取
状
況
と
体
力
合
計
点
と
の
相

関
を
み
る
と
、
毎
日
食

べ
る
子
ど
も
は
、
そ

れ
以
外
の
子
ど
も
よ
り
体
力
合
計
点
が
高
い
。

朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
は
、
食

べ
な
い
子
よ

137

よ
く
身
体
を
動
か
し
、
よ
く
食

べ
、
よ
く

眠
る
。
最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
み
る
と
、
成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
そ
ん
な
当
た

り
前
で
、
必
要
不
可
欠
な
基
本
的
生
活
習
慣
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り
小
５
で
男
子
３

●
６
点
、
女
子
３

ｏ
４
点
、

中
２
で
男
子
２

●
９
点
、
女
子
４

ｏ
ｌ
点
そ

れ
ぞ
れ
高
か

っ
た
。

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
を
含
め
た

「
テ
レ
ビ

視
聴
時
間
」
や

「
朝
食
の
摂
取
状
況
」
「
睡

眠
時
間
」
と
の
関
連
を
見
る
と
、
「
毎
日
朝

食
を
食
べ
て
睡
眠
は
８
時
間
以
上
、
テ
レ
ビ

視
聴
は
１
時
間
未
満
」
の
子
ど
も
が
全
校
の

‐５
％
以
上
に
な
る
と
、
合
計
点
の
平
均
が
特

に
一局
い
。

明
確
に
表
れ
た
の
は

「
運
動
し
な
い
子
は

全
く
し
な
い
」
と
い
う
現
状
だ
。
１
週
間
の

総
運
動
時
間

（体
育

の
授
業
を
除
く
）
が
１

時
間
に
満
た
な
い
子
ど
も
の
割
合
は
、
中
２

女
子
で
３０

．
７
％
、
小
５
女
子
で
２２

・
８
％

に
達
し
た
。
男
子
も
小
５
で
１１

●
０
％
、
中

２
で
も
９

●
３
％
を
占
め
て
い
る
。
テ
レ
ビ

や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
視
聴
時
間
が
長

い
子
ほ

ど
、
体
力
合
計
点
が
低
い
。

朝
食
を
毎
日
食
べ
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、

テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
時
間
を
費
や
さ

ず
、
１
日
２
時
間
以
上
、
週
３
日
以
上
は
運

動
す
る
子
ど
も
の
方
が
体
力

ｏ
運
動
能
力
は

高
い
と
い
う
調
査
結
果
は
予
想
通
り
で
、
ご

く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
。

現
在
の
子
ど
も
の
結
果
を
そ
の
親
の
世
代

で
あ
る
３０
年
前
と
比
較
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
テ
ス
ト
項
目
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
世
代

が
親
の
世
代
を
下
回

っ
て
い
る
。
そ
の

一
方

で
、
身
長
、
体
重
な
ど
の
体
格
に
つ
い
て
比

較
す
る
と
、
逆
に
親
の
世
代
を
上
回

っ
て
い

Ｚり
。こ

の
よ
う
に
、
体
格
が
向
上
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
体
力

・
運
動
能
力
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
は
深
刻
だ
。
最
近
の
子
ど
も

た
ち
は
、
靴
の
ひ
も
を
結
べ
な
い
、
ス
キ
ッ

プ
が
で
き
な
い
な
ど
、
自
分
の
身
体
を
操
作

す
る
能
力
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
体
力
の
低
下
は
、
将
来
的
に
国

民
全
体
の
体
力
低
下
に
つ
な
が
り
、
生
活
習

慣
病
の
増
加
や
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力

の
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。
ひ
い
て
は
社

会
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に

発
展
し
か
ね
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
い

い
の
だ
ろ
う
か
。



校
庭
芝
生
化
な
ど
環
境
整
備
を

こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
が

指
摘
さ
れ
る
た
び
に
、
各
学
校
で
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
始
め
た
り
、
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
乾

布
摩
擦
を
導
入
し
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
的
な
こ
と
ば
か
り
で
は
子
ど

も
は
お
も
し
ろ
い
と
思
わ
な
い
し
、
体
力
づ

く
り
が
大
切
と
い
う
精
神
論
を
掲
げ
て
も
長

続
き
は
し
な
い
。
そ
う
考
え
た
と
き
に
浮
か

ん
で
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
や
は
り

「
遊
び
」

だ
。
そ
の
た
め
の

「
器
」
づ
く
り
、
生
活
環

境
の
整
備
こ
そ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

か
つ
て
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
も
放
課
後

に
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
や

っ
た
り
、
鬼
ご

っ

こ
を
し
た
り
、
多
様
な
体
の
動
か
し
方
を
経

験
し
た
。
し
か
し
、
今
の
子
ど
も
た
ち
、
特

に
都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
遊
ぶ
こ

と
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
遊
ぶ
場
所
が
な

い
し
、
遊
ぶ
時
間
が
な
い
。
遊
び
相
手
が
い

な
い
し
、
遊
び
方
も
知
ら
な
い
、
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、
外
遊
び
だ

っ

た
ら
い
い
、
と
い
っ
て
も
、
「
不
審
者
情
報
」

が
飛
び
交
う
な
か
で
、
地
域
の
大
人
が
つ
き

あ
わ
な
い
と
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
で
は
放
課
後
に
地
域
の
住
民
が
学
校
を

訪
れ
、
運
動
嫌
い
の
子
に
遊
び
を
教
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
学
校
だ
け
で

な
く
地
域
社
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。

そ
の
点
、
「
校
庭
芝
生
化
」
の
試
み
は
注

目
し
た
い
。
部
活
動
な
ど
に
励
む
子
ど
も
た

ち
に
と

っ
て
は
、
た
と
え
校
庭
が
土
で
も
、

砂
で
も
、
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
で
も
あ
ま
り
関
係

が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
″
そ
う

で
な
い
子
ど
も
〃
を

「外
で
遊
べ
」
と
導
く

の
に
、
校
庭
芝
生
化
が
大
き
な
助
け
に
な
り
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
か
ら
子
ど
も
を
取
り
一戻
す
き

っ

か
け
に
な
る
。
学
校
が
地
域
に
開
か
れ
た

「
緑
の
広
場
」
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
や
か
に
体
を
動
か
す
機
会
を
も
ち
、
そ

の
場
を
と
お
し
て
地
域
の
人
た
ち
も
子
ど
も

た
ち
の
発
育
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

朝
の
１
時
間
は
夜
の
３
時
間
に
匹
敵
し
、
学

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
、
生
活
に

メ
リ

ハ
リ
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
「
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
」
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
生

活
改
善
運
動
は
原
則
論
、
総
論
と
し
て
は
非

の
う
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
善

意
の
押
し
付
け
に
な

っ
て
し
ま
う
と
、
息
苦

し
い
社
会
に
な
る
。

世
の
中
に
は
、
夜
起
き
て
働
い
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
し
、
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
が
で
き
な
い
家
庭
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

教
科
書
に

「
生
活
時
間
を
調
べ
、
家
族
み
ん

な
で
団
彙
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
書
か
れ
て
あ
る
か
ら
、
教
師
が
児
童
に
そ

う
呼
び
か
け
て
も
、
「
お
父
さ
ん
が
会
社
を

や
め
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
予
備
校
を
や
め
な

い
と
、
ダ
メ
。
ぼ
く
ん
ち
は
と

っ
て
も
無
理
」

と
叫
ぶ
子
が
必
ず
い
る
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ

う
な
、
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

子
ど
も
が
起
き
る
よ
り
も
早
く
出
勤
す
る

親
が
い
る
し
、
夜
中
の
仕
事
で
朝
早
く
起
き

ら
れ
な
い
よ
う
な
親
や
、
心
身
と
も
に
弱

っ

て
い
る
親
も
い
る
。
そ
ん
な
家
庭

へ
の
理
解

も
な
く
親
子
関
係
に
ず
け
ず
け
と
入

っ
て
、

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
呼
び
か
け
て

も
、
逆
に
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
。

家
庭
団
彙
の
た
め
に
、
ま
し
て
塾
通
い
は

し
な
い
ほ
う
が
い
い
、
と
な
る
と
、
そ
れ
こ

精
神
運
動
よ
り
も
生
活
支
援
を

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
実
現
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
力
も
体
力
も
気
力

も
あ
る
。
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
れ
ば
、
毎
朝
、
ス
ッ
キ
リ
起
き
ら
れ
る
。



そ
ま
さ
に

「絵
に
描
い
た
餅
」
と
受
け
止
め

ら
れ
か
ね
な
い
。
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

が
で
き
な
い
親
は
ダ
メ
だ
と
、
い
つ
し
か
親

の
力
量
を
試
し
、
非
難
す
る
だ
け
で
終
わ
り

か
ね
な
い
恐
れ
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生

活
に
気
を
配
ろ
う
と
い
う
善
意
が
あ

っ
て
も
、

そ
の
願
い
が
届
い
て
ほ
し
い
人
に
は
な
か
な

か
届
か
ず
、
逆
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
と

す
れ
ば
、
む
な
し
く
な
る
。

生
活

へ
の
見
直
し
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
父
親

や
母
親
を
深
夜
ま
で
働
か
せ
た
り
、
過
労
死

や
過
労
自
殺
に
追
い
込
む
こ
と
を
い
と
わ
な

い
民
間
企
業
、
都
市
の
生
活
の
問
題
に
も

っ

て
目
を
注
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

朝
ご
は
ん
を
食

べ
た
い
の
に
経
済
的
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
困
難
を
社
会
的
に

援
助
し
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

都
市
化
と
と
も
に
社
会
全
体
が
夜
型
に
な
っ

て
い
る
が
、
父
親
や
母
親
を
で
き
る
だ
け
早

く
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
的
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
社
会
、
制
度
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
「
健
全
な
生
活
」
と
い
う

一
定
の
枠
に
は
ま

っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
を
求

め
る
時
代
は
、
や
は
り
と
て
も
お
そ
ろ
し
い

時
代
だ
。

子
ど
も
の
心
身
を
整
え
る
環
境
に
専
心
す

る
家
庭
を
つ
る
こ
と
に
、
親
が
強
い
意
欲
を

持
て
ば
、
子
ど
も
の
学
力
や
体
力
が
向
上
す

る
の
は
確
か
だ
し
、
そ
の
た
め
の
生
活
の
見

直
し
は
必
要
だ
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
子

育
て
を
お
お
ら
か
に
し
な
が
ら
、
外
遊
び
を

楽
し
め
る
包
容
力
の
あ
る
社
会
を
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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